<研究論文>日本と中国の教育改革の動向に関する一考察 : 算数教科書の比較検討を通じて by 大下, 卓司
Title<研究論文>日本と中国の教育改革の動向に関する一考察: 算数教科書の比較検討を通じて
Author(s)大下, 卓司














国では、2001年 に 「課程標準」が公布 され、10年 を経
た現在、その改訂作業が進 められている。改訂を控え、
現在 の中国において、 どのような教育が展開 され、何









よって示 され、民間により発行 したものが検定 され、
教育行政機関や学校が教科書を採択 し、学校教育現場
で教科書の使用義務 を課す といった多 くの共通点が見
られ、比較検討 に適 している。 とりわけ、使用義務が
ある点から、日中において教科書は、「主たる教材」と
して、カ リキュラムの意図を緊密 に反映 し、実現 され
うるものとして検討することができる。教科の中でも、







国 ・台湾の算数 ・数学教育の研究者 として、教科教育
の立場か ら中国の初等 ・中等教育の教科書を検討 した。
杜は、中国の初等教育の算数における代表的な教科
書である人民教育出版による 『義務教育課程標準教科













































は、2007年 度(平 成16年 検定)、2004年 度(13年 検







徴 という3点 から両国の教育を概観 しよう。 日本でに
おいて今 日では教育課程の大綱的基準 ととらえられて
いる「学習指導要領」(以 下要領)が 国によって示 され、
大 きな改訂 を迎えてきた。要領は1998年 に改訂 され、
第一に、「ゆ とり」を実現するために学校完全週休5
日制 を実施 し、教育内容 を厳選すること、第二に、「個
性を生かす教育」を推進す るため、多様化 と選択制 を
拡大するこ と、第三に 「生きる力」を育成す るために
「総合的な学習の時間」を新設す ることとい う3つ の
方針が示 された5。 しか しなが ら、1999年 、経済学や
理数系の研究者により 『分数ができない大学生』が出



















































項にっいて詳述 され ることはな く、 「諸外国の教科書





て構成 されている」lo点 が指摘 されてい る。他国に比
べ長期にわたる単元が設計 されている。第三に、単元





ての子どもを対象 として問題が作成 され ている点に特
徴がある。欧米諸国の教科書においては、子 どもの能
力差や習熟度に応 じた問題を用意 し、同 じ授業を受け
ていたとしても、取 り組んでいる課題は子 ども個々人
で、あるいはグループで異なる授業が想定 されている。
それに対 し、 日本 の教科書は、一斉授業 によ りすべて
の子 どもを教えるとい うスタンスに立ち、大半の問題












に至る。1993年 、 「中国教育改革と発展 に関する要綱」
が公布 され、従来の試験対策型の 「応試教育」か ら、
経験主義に立脚 しなが らも、子 どもの全体的 ・全面的 ・
能動的発達を促す 「素質教育」へ と国家による教育政
策が転換 した12。 これにより、現代中国にお ける教育
の基本路線が明 らかに された。加 えて、教育部による
1999年 の 「教育改革の深化 と素質教育の全面的推進 に
関する決定」、お よび2001年 の 「基礎教育課程改革鋼
要」の公布により、新 しい基礎教育課程システムが構




現 された。 この 「課程標準」特徴 は、第一に、初等教
育 と前期 中等教育の9年 間を一貫 してとらえ、第1か









校の算数の教科書出版社は6社 あ り、6種 類いずれも







な特徴 を検討 しよう。教科書の特徴 として、第一に 「学
習者が常に数学王国(数 学楽園)で 様々な活動をし、
役立つ道具を多 く手に入れ、それ らによって自らます
ます賢く成長 してい く」とい う設定の下で、「挿絵やス
トー リー を多 く使用す ることが大 きな特徴 といえよ
う」 と指摘 している且6。こ うした構成は、子 どもが物
語の中で学習することで 「人間形成」とい う意図があ






といった前書 きがあり、 「編集方針や理念を説明 し学
習の案内をす ると同時に、数学のよさ・美 しさ ・有用










概観 し、乗法がはじめて指導され る2年 生の教科書に
焦点 を絞る。両国とも乗法 に関わる内容は、整数の乗
法、小数の乗法、分数の乗法と正の有理数の世界の広









三角形 と四角形」、 「⑩100㎝ を超 える長 さ」、 「⑪
10000ま での数」が学習 され る19。多少単元の配列がそ
れぞれの単元の大きさは 「かけ算(1)」 は22ペ ージ
で最大、「100㎝ を超える長さ」の6ペ ージが最小であ
る。45分 の授業で教科書の見開き2ペ ージを扱 うこと
を考えると、「かけ算(1)」 は10時 間以上かけ られる
ことになり、乗法には3週 間程度かけられる。教科書




「⑦統計」、 「⑧数学の広がり(数 学 角))、「⑨総復
習」、とい う単元から構成 されている。それぞれの単元
は、最大で 「九九の乗法(一)」 の23ペ ージ、最小で
「数学の広が り」の3ペ ージと、単元の長 さにぱ らつ
きがある。 しか しなが ら、両国とも乗法に関 しては、
いずれの単元 も20ペ ージ前後であ り、単元は長めに設
定 されている。A6判 で109ペ ージから構成 され る。両
国とも、大きさ、単元の長 さ、記述量、子 どもが持ち
運ぶ とい う用途は類似 していると考 えられ る。






























や個別に取 り組む類題、授業中に取 り組む ような短い
練習問題、単元末に出題 される練習問題から構成され
る。図1.に 示 したように、例題において、子 どもの典
型的な思考が記され、子 どもの思考に寄 り添いなが ら
問題 において何が争点 となるのかが示 されている。ま
た、後述の表1.に 示 した通 り、日本の単元においては、
例題や類題 が多 く、練習問題は少ない。例題や類題 に
おいては、子 どもの 日常生活で遭遇す るよ うな場面、
例えば図1.で 示 したように、1箱 当た りのおかしの個











と互いに問題 を出 し合 うなど子 どもの経験 を活用 し、
多様な活動を促す構成になっている。練習問題でも、
計算問題 も多い反面、同じ解が得 られ る表現を仲間わ
けする問題や、絵を利用 しゲーム感覚で考えるよ うな
問題など、多様 な活動が設定されてい る。例 えば図2。


















































とめられます」 とし、計算方法 として説明 し、乗法の
定義ではないことを明記 している。こうした説明の後、
「長 さが6㎝ のおもちゃの電車があ ります。2つ ぶん
の長 さはなんcmに な りますか」 とい う問題場面にお
いて、「6㎝ の2つ ぶんのことを6cmの2倍 ともいい
ます」とし、倍の概念 を指導す る。そののち、5の 段、
2の 段、3の 段、4の 段 の九九を学習す る構成 となって




にて同数累加 のイメー ジを喚起す る点は共通 している。
次 に、同一の長 さの小 さい棒で三角形や星などの図形、
すなわち数のまとま りを作成 し、同数累加を構成する
活動を行 う。その後、 「3+3+3+3+3+3=18」 が 「6
×3=18」 ない し、「3x6=18」 と表現できるとしてい
る。日本のよ うに乗数や被乗数を区別するのではなく、
いずれ も因数 として表現 し、乗法は加法を簡便に表現
したものとして説明される(図4.)。 その後、5の 段、




加 により加 える、それを乗法で併記する、とい う内容




においては、計算の意味 と計算を行 う方法 として、乗
法 と同数累加 を区別 して 「単位あた り量×いくつ分」
とい う意味の定着を目指 している。加えて、倍につい
ても区別 して指導 してい る。他方、中国の教科書では
同数累加を簡便にする表現を乗法 と定義することで、
加法 と関係づけて理解す ることを促 している。加 えて、
乗数 と被乗数を区別 しないことで、子 どもは容易 に理
解 できると考えられる。
しかしなが ら、両国の こうした展開は次のような課
題 を抱えている。啓林館 の教科書において図1.と 図3.
のいずれの問題場面においても同数累加 との区別は判
然 としない。乗法は、図1.の おか しの箱の写真が示す
よ うに、中身の個数がわかった代表 と同 じものがい く
つあるかを見 ることで、全体の把握す る計算である20。
図1.と 図3.か らもわかるように、代表のみが示 され
た問題場面 と、同数累加 として示 された問題場面が混
在 している。混同を招 きやすい構成 となっているため、
2年 生で乗法を指導する教師が細心の注意を払わなけ
れば、「単位 あた り量xい くつ分」とい う乗法の概念
を子 どもに正確に伝えることは難 しいだろう。
他方、人民教育出版の教科書においては、第一に、
同数累加 で展 開する場合、そもそも乗法 と加法の区別
がつかないこと、小数 と分数の乗法において飛尾が生
まれることなどの課題を抱えて しま う。 「教学大綱」の
版では乗法 と除法 を併進 させ ることで、乗法 と加法の
違いが結果的 に強調 され ることになっていた。 ところ
が、改訂 に伴 って、乗法 と除法 を緊密 に教 える構成で
図3.解 を求める方法と して同数累加 を示す問題





明瞭なもの となった と言えよ う。加えて、「課程標準」









に身に付けさせ ることを意図 していると考え られ る。
乗法の単元において、一見すると構成に数多 くの類似
点が見 られ るものの、 目標 には違いがあった。
以上、見てきたよ うに日中両国において、教科書の
大きさ、単元の長 さといった点では構成 では共通点が
見 られた。また、 日中両国の教科書において、子 ども
の経験を活用 した展開 となっている点でも共通 してい




向けさせている。その一方で、子 どもに概念 をわか り
やす く説明 しなければな らない とい うジレンマを抱え、
明瞭な区別は実現 されていない。他方、人民教育出版
の教科書においては、身の回 りの生活を場面 とし、加
えてその場面で子 どもに数のま とま りを構成するなど
の算数的な操作に取 り組ませ ることで、算数を実際に
活用 させる構成になっている。こうした傾 向は、子 ど
もの 日常に潜む数学的事象を説明す る単元 「数学の広
が り」に顕著に表れている。理論的な発展よりもむ し
ろ、直観 を通 じて数学 を学習するための萌芽の形成 を
意図 していると言 えよ う。
現在 の 日本の教科書 における乗法の単元構成は、
1970年 代を中心に展開された民間教育研究団体の研究
成果に依拠す る部分も多く、 こうした蓄積の上に算数
の教科書が編集 されている。 しか しなが ら、その成果
が十分に生 されているとはいい難 く、更なる研究が必
要である。逆に、そ うした成果に依拠すること自体が




















国の初等教育を、 日本 と比較 しなが ら検討 した。中国






2.で は、 日本において1998年 に改訂 された要領





長めに設定 されている点、第三に、複数 の考えを示 し、
イメージをもたせ る図を利用す る構成 となっている点、
第四に、すべての子 どもを対象 として問題が作成 され
ている点が特徴 として挙げ られた。 しか しながら、第
四を除き、 こうした点は中国 と共通 していた。
他方、中国においては、「応試教育」から 「素質教
育」への転換 に伴って、子 どもの全体的 ・全面的 ・能
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